
とりっぽ通信
保育士の確保・定着情報・魅力を発信する情報紙

鳥取県保育士・保育所支援センターは、鳥取県における保育士の確保・定着を推進
するために活動しています。
保育士の方の再就職・定着への「１歩」、学生の方の「はじめの１歩」を応援します。

参加者人数ケジュール
１０６名（高校生６０名、中学生４６名）

センター活動の紹介

保育のおしごと体験事業（中・高校生向け）
夏休み実施分

鳥取県内の中・高校生を対象として、保育所・認定
こども園で遊びを通して保育時間を一緒に過ごすと
ともに、園の保育者から役割ややりがいについて話を
聞く事で保育の魅力について理解を深めてもらうこと
を目的に「おしごと体験事業」を行っています。夏休
み期間中は下記の日程で実施しました。

今年度多くのお申し込みをいただきありがとう
ございました。秋には体験的学習活動等休業日の
11月1日、22日にも実施する予定です。

7月25日（木）、30日（火）
8月1日（木）、6日（火）

日 程

参加者人数 １５０ 人
（中学生７３人、高校生７７人）

受入施設

県内18施設で実施

●活動内容 午前中は絵本の読み聞かせ、給食補助、寝かしつけ、プール遊び…
様々な体験に挑戦しました！
午後の振り返りでは、園から保育者の役割・やりがいについてのお
話を聞き、保育士のおしごとについて理解を深める事ができました。

参加後のアンケートより

・体験を通して保育士への興味が前よりもっとわいてきたので、将来の選択肢にしたいと思いました。(高校2年) 

・仕事の一部でしたがしっかり学べて色々な体験ができ、一層自分の保育士の姿が想像できました。(高校3年)

東部
・白ゆり保育園　　　　　・こやまこども園

・むつみこども園　　　　・ちづ保育園

・認定こども園鳥取第一幼稚園

中部
・西郷保育園　　　　　　・上北条保育園

・たじりこども園　　　　・やばせこども園

・認定こども園倉吉幼稚園

西部

・東保育園　　　　　　　・富益保育園

・車尾保育園　　　　　　・ひばり保育園

・なかはま保育園　　　　・つばさ保育園

・育成こども園　　　　　・子供の国保育園

TORIPPO

Vol. ２０
202４.９

活
動
の
様
子

▲プール後の給水 ▲園児とのふれ合い ▲野菜の収穫 ▲絵本の読み聞かせ

・保育士さんたちは、大変な事がたくさんある中頑張る子ども達を支えていて、とても立派なお仕事だと感じ
ました。 (中学1年)

・子どもと接する難しさを知ったし、将来の夢の勉強にもなって良かったです。 (中学2年)

・今回の体験を通して先生はやっぱりすごいなと感じました。今回の体験で本格的に保育士を目指したいと
思いました。（中学3年）

・体験を通して、保育士の普段している仕事に少しでも関わることができて良かったなって思います。前より
もっと保育士になりたいと思いました。 (高校1年) 

※順不同

体験施設の職員の皆様、ご協力いただき
ありがとうございました！

センター活動の様子は
Facebookでも
ご覧いただけます！

＃とりっぽ



参加者人数体験スケジュール
１０６名（高校生６０名、中学生４６名）

参加者人数体験スケジュール
１０６名（高校生６０名、中学生４６名）

鳥取県保育士就職準備金・保育料の
一部貸付制度

参加者人数体験スケジュール
１０６名（高校生６０名、中学生４６名）

鳥取県未来人材育成奨学金支援助成金

保育士有資格者の就職・復職に向け必要な費用を
無利子で貸付けます。
県内保育所等で2年間勤務した場合、返還免除と

なります。（※免除適用には申請が必要です）

県内の対象職種（※）に正規雇用で就職する
学生・卒業生（35歳未満）の奨学金の返還費用
が助成されます。就職前に手続きが必要です。

貸与を受けている奨学金に応じた返還額

鳥取県輝く鳥取創造本部
とっとり暮らし推進局人口減少社会対策課
ＴＥＬ ０８５７－２６－７６４８

保育の魅力発信フェス（東部会場）開催と
高校生ボランティア活動について

今回の保育の魅力発信フェスは、保育士が関わるイベント
に高校生ボランティアを募集することで、そこに集まる親子
とのふれ合いを通じて保育の魅力発信を行い、県内の保育
人材確保につなげることを目的に鳥取市男性保育士会
じゃんぐる☆じむさんと共催で開催しました。

センター
より

参加者人数体験スケジュール
１０６名（高校生６０名、中学生４６名）

保育実習等旅費支援助成金事業

助成金・貸付金等情報

募集期間

①助成申請書兼請求書
②保育士養成施設に在学している事がわかる書類
③保育士証の写し
※②、③はいずれかで可
※旅費の領収書等の提出は不要です。

令和6年6月1日～令和7年1月31日（当日消印有効）

Ｒ５利用者の感想を紹介します

・鳥取の活性化に繋がると思ったし、簡単
に申請する事ができ、良いなと思った。
・帰省するには交通費がかかるため、この
事業があって助かりました。
・交通費を補助してくださってとてもあり
がたかったです。
・助成金があることで、家計と心の支えに
なりました。

県外在住で、鳥取県
内保育所で働く意欲
のある保育士資格を
お持ちの方も助成対
象になりました！

申請方法

申請・問合せ先

鳥取県保育士・保育所支援センター
ＴＥＬ ０８５７－５９－６３４２

鳥取県外の保育士養成施設に在学する鳥取県出身
学生等が、鳥取県内で保育実習等を行う際の旅費を
助成する事業です。県内の保育所や子どもたちの様
子を知っていただき、鳥取県内でのＩＪＵターン就
職を促進することを目的とします。

無利子奨学金 貸与奨学金の総額×1/2

有利子奨学金 貸与奨学金の総額×1/4

※民間の保育士・幼稚園教諭も対象業種です。

鳥取県社会福祉協議会福祉人材部

ＴＥＬ ０８５７－５９－６３３６

就職準備金貸付
就職の準備に要する経費

（1人1回400,000円以内）

未就学児をもつ

保育士に対する

保育料の一部貸付

保育料の半額

（月額上限27,000円）

　1年間を限度

参加された高校生ボランティアさんは、子ども
たちに積極的に声をかけ、自分たちの特技も活
かし、楽しみながら活動してくれました。この
経験を将来に役立てていただきたいです。

「あつまれ！げんきだ！

サマーキッズコンサート」

■日時 令和6年10月14日（祝月）14時～16時（予定）
■会場 米子市児童文化センター（米子市西町133）

■内容 「防災フェス」とミニコンサート（仮）
西部会場でも、高校生ボランティアさんが参加予定です！

じゃんぐる☆じむさんによる

あそびのコーナー・お話会・コンサート
会場運営へのお手伝い
参加者とのふれあい

高校生ボランティアの感想

8/11 鳥取砂丘こどもの国

西部会場のご案内

詳しくは二次元コードから
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをご覧ください。

貸
付
内
容

助
成
金
額

申請・問合せ先
問合せ先

・子どもと全力でふれあう男性保育士さん達を見て、
自分もこんな保育士さんになれたらいいなと思えた。

・子どもができない事をそのままやり方を教えるのでは
なく、工夫して教える事の大切さを知りました。

次の書類をご提出ください。

イベント内容

ボランティア
内 容



エルダー・メンター

法人・事業主の皆様へ

エルダー・メンター制度とは、新人・若手保育者に先輩保育者が1対1で寄り添いながら、対話をとおして仕
事上の不安・悩みの解消を図りながら育成を支援する制度です。
鳥取県では、県内保育施設における若手保育士等を含む職員全体の人材育成と定着を図る事を目的として

「エルダー・メンター制度実施施設認証制度」が創設され、センターでは制度導入支援を行います。
法人・事業主のみなさまはぜひ制度の導入をご検討ください。

エルダーメンター制度実施施設認証制度の創設

エルダーメンター制度実施施設認証制度の導入支援

制度について

試験情報

参加者人数体験スケジュール
１０６名（高校生６０名、中学生４６名）

主に保育所、認定こども園、小規模保育事業施設で
働きたい方

保育士試験

保育士養成校での単位取得による資格取得のほか、保育士試
験に合格する方法でも資格が取得できます。

問合せ先
全国保育士養成協議会
（保育士試験事務センター）
TEL 0120-4194-82
https://www.hoyokyo.or.jp/exam/ｃ

R6新規事業のご案内

筆記 令和６年10月19日（土）、20日（日）

実技 令和６年12月8日（日）

①施設の魅力アップにより学生から
就職先として選ばれる施設になる。

若手保育士等の離職防止と、保育施設の魅力向上

エルダー・メンター制度に関する研修会等の講師経費
を助成します

施設長及び先輩職員を対象としたエル
ダー・メンター制度に関する研修等に
必要となる専門家（外部講師）派遣に
要する経費（諸謝金・交通費）

1施設あたり５万円（上限）

②人材育成に熱心な施設・運営者
として保護者等からの認知度が
向上する。

①若手保育士等1名に対し、先輩職員を1名以上配置していること。
（但し、若手保育士等の実情に応じて園の判断で配置しないことも可能）

②月1回以上、若手保育士等と先輩職員が1対1で話し合う機会を設けて
いること。

③年2回以上、先輩職員と施設長が1対1で話し合う機会を設けていること。

④施設長及び先輩職員が、エルダー・メンター制度に関する研修等（外
部講師）を受けていること。

⑤施設内の全職員に対し、エルダー・メンター制度の理解促進を図るた
めの周知を行っていること。

⑥若手保育士等が新人職員向けの研修（外部講師に限る）を受けている
こと。

⑦施設長が働き方改革に関する研修等（外部講師に限る）を受けている
こと。

①研修会等実施の14日前までに必ず鳥取県保育士・保育所支援
センターに連絡してください。

②原則、保育施設が専門家（外部講師）派遣に係る調整を行った
うえで、研修等を実施してください。

③実施後は、所定の様式と必要書類を添えて、鳥取県保育士・
保育所支援センターに申請してください。

④取組内容等を審査し、助成決定を行った後、指定金融機関に
助成金を振込送金します。

ＴＥＬ ０８５７－５９－６３４２
鳥取県保育士・保育所支援センター

鳥取県保育士・保育所支援センター
ＴＥＬ ０８５７－５９－６３４２

申請期限

令和7年

令和６年

2/28

申請期限

10/31

■制度全般に関する問合せ先

■申請・手続きに関する問合せ先 鳥取県保育士・保育所支援センター ℡０８５７－５９－６３４２

鳥取県子ども家庭部子育て王国課 ℡０８５７－２６－７５７０

目 的

メリット

申請先

認証基準（要件）

申請先

対象経費

助成額

手続きの流れ

後期試験

申請様式は
こちら

申請様式は
こちら

詳細は
こちら

（鳥取県HP）

（ｾﾝﾀｰHP）



募集中

参加者人数体験スケジュール
１０６名（高校生６０名、中学生４６名）

保育者の参加者人数体験スケジュール
１０６名（高校生６０名、中学生４６名）

保育のおしごと体験（随時募集）保育の出前講座（随時募集）

潜在保育士等向け

若手保育士（保育教諭）が先輩として中学校・高
校へ訪問し、仕事のやりがい・魅力等について語る
事で高校生等に将来の職業選択の参考としていただ
くことを目的に実施します。

子どもとの遊びを通して保育時間を一緒に過ごす
とともに、改めて保育者と一緒に働くことで保育に
関する不安を和らげ、保育者への歩みや理解を深め
る一助とします。

令和6年７月1日～令和7年2月28日
（随時実施）

社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会

鳥取県保育士・保育所支援センター
〒689-0201 鳥取市伏野1729-5県立福祉人材研修センター内

ＴＥＬ ０８５７－５９－６３４２ ＦＡＸ： ０８５７ー５９－６３４１ Ｅメール： hoikucenter@tottori-wel.or.jp

ホームページ フェイスブック

申込
問合せ先

鳥取県内中学校・高等学校の
生徒、保護者

募集期間

対 象

鳥取県保育士・保育所支援センター
TEL 0857-59-6342
https:// hoikucenter@tottori-wel.or.jp

・保育士資格をお持ちの方

・幼稚園教諭免許をお持ちの方

・保育士試験による資格取得を
目指しておられる方

令和6年8月1日～令和7年2月28日

希望によって調整を行います。
体験日
体験施設

※学生は対象となりません

鳥取県保育士・保育所支援センター
TEL 0857-59-6342
https:// hoikucenter@tottori-wel.or.jp

対 象

募集期間

申込
問合せ先

（随時実施）

鳥取県保育士・保育所支援センターは保育の現場で働きたい
あなたをしっかりサポートいたします！

保育専門の就職支援コーディ
ネーターによる就職支援

就職相談を通じて、あなたの希望に
合った求人をご紹介します。
希望により保育園等の見学や職場
体験の調整・同行をします。
まずはお気軽にご相談ください。

※鳥取県福祉人材センターの
「無料職業紹介事業」と連携して
実施しています。

情報提供

保育士資格の届出登録をすると
「とりっぽ通信」や「就職支援セ
ミナー」などの各種情報をお送り
します。

保育のお悩み相談窓口

仕事や家庭の悩み・困りごとな
ど…誰かに聞いてもらうことで
気持ちが楽になり悩みごと解決
のきっかけになることがあります。
まずは話してみませんか？（来所
は要予約）

0857-59-6342

平日8：30～17：00

届出登録をしておく
と希望の場合はス
ムーズに就職支援
が受けられます。

メンタルヘルス専門相談

hoikucenter@tottori-wel.or.jp

R６年度から新たに保育士キャリア
アドバイザーを配置し、皆様に寄り
添った就職支援を行っています。

NEW

「福祉のお仕事」は、福祉分野
の求人情報に関する日本最大級
のＷＥＢサイトです。求職登録、
保育資格の届出登録、求人検
索・閲覧などができます。

「福祉のお仕事」サイトをぜひご利用ください


